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National Project of nuclear power plant development,named by ATR(Advanced Therrnal
Reactor),is nOW COming on the new stage. That is a governmental approval of commercial
plant,600卜J:We,、、hich is scheduled to be built after envirOnmental investigation at Ohma city,
nOrthern end一point of ShilnOkita Peninsula,Aomori Prefecture in Japan
This po都′er reactor, heavy ttrater moderated, bo■ing hght Mrater cooled type design, is
origina■y planed by」AERI(Japan AtoHlic Energy Research lnstitute) Afterwards,Proto―type
reactor plant named Fugen, 165]ヽ![「ヽe, at Tsuruga nuclear po、ver plant, is developed by PNC
(POwer Reactor and Nudear Fuel Cooperation)
Here auther pointed out the historical background of above―mentioned ATR―PrOject,
especiany commenting its initiation stage on JAERI
Fo■owing the 郡ァorld trends of nuclear electric po、ve generation and policies of each
country, descriptions of ATR Design are mentioned, and the technical transfer in Japan is
successfully reali3ed hereby in the typical case of ATR―PrOject for the nuclear po、、アer develop‐
ment
1。 まえが き
わが国の原子力発電は既に世界の トップレベ
ルにまで発展し,石油に代るエネルギー源とし
て最早や不可欠のものとなった。しかし今日の
原発の隆盛を築いた歴史的過程を振返って見る
と,わが国独自のものとして誇 り得べきものの
'ま
とんどないのは非常に残念に思 う次第であ
る。勿論最近では軽水炉一PWRにせよ,BWR
にせよ―の御本家であるアメリカでも可成 りの
トラブル (その最たるものはスリーマイルアイ
ランドホ)が発生しているが,わが国では幸いに
も,最近ではあまり顕著な トラブルの発生を見
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米国ペツシルタミニア州ゴールズボロにある
PWR型原子炉2号機 (出力959MWe)の給水
系統め事故により炉心の大規模破損 と放射能
の環境への放出を来たした原発史上最大の事
故,(1979,3,28)
ないばかりか,東電福島第一原発のような世界
最大出力(4700 MWe)の実例が示すような記録
が達成され,世界の注目を浴び,海外からもそ
の技術水準の高さを評価されるに至っているこ
とは,関係者の直向きな努力にもよるが,国民
全体の関心の深さも与って力あるものと推測さ
れる。原子力発電全般に就いて,その発展を述
べることは余 りにも広範囲にわたりすぎるので
今回は当地青森県,特に下北半島の先端に計画
が進められているATR(新型転換炉)について
アウトラインを述べたいと思 う。
それには3つの点が注目される。まず第 1点
としてATRがどのようにしてスタートしたか
と云 うことで,特に従来あまり知 られていな
かった原研におけるATRプロゼクトの発足と
その経緯に関するものである。第2点としては,
世界各国における原発の現況や原発に対する国
の方針,今後の動向などである。第3点として
はATRそのものの特性や設計上の,構造 と特
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